
 

  
 

平成 22年 8月 11 日 

報道関係者各位 

国立大学法人 奈良先端科学技術大学院大学 

 

優性遺伝子が劣性遺伝子に勝つ新たな仕組みを解明 
～メンデルの遺伝の法則に新たな視点 有用な植物の作製に期待～ 

 

【概要】 

 奈良先端科学技術大学院大学（学長：磯貝彰）バイオサイエンス研究科細胞間情報学講座の樽谷芳

明研究員（現国立遺伝学研究所助教）、高山誠司教授らは、メンデルの優性の法則として知られる現

象に、これまで知られていなかった劣性側の遺伝子の働きを抑えて勝つという仕組みが存在すること

を世界で初めて発見した。 

 子供は、両親から１組ずつの遺伝子を受け継ぐが、片方の親の形質（性質）のみが子供に現れる場

合が多く知られている。メンデルの「優性の法則」として古くから知られる遺伝の現象である。何故、

一方の優性側の遺伝子の性質のみが現れ、劣性側の遺伝子の性質が現れないのか、これまでは、優性

側の遺伝子が特定の機能を発揮するのに対し、劣性側の遺伝子が機能を失っている例が報告されてい

るに過ぎなかった。 

今回我々は植物の特定の遺伝子に着目して、優性側の遺伝子の性質しか現れない原因を解明した。

その結果、優性側の遺伝子の隣接部位で、DNA がコピーされて低分子 RNA が作られ、その RNA が劣性

側の遺伝子の発現調節領域をメチル化するという後天的な修飾を行うことにより、劣性側の遺伝子が

発現せず機能出来なくなる例があることを世界で初めて明らかにした。優劣性という古典的な遺伝学

の現象に、新しい仕組みの関与を明らかにした研究であり、有用な形質を選択的に発現させるなど、

植物育種への応用も期待される。本研究成果は、英科学誌 Nature（8月 19 日号）に掲載予定である。 

 

つきましては、関係資料を配付するとともに、下記のとおり記者発表を行いますので、是非ともご

出席くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

＜日時＞ 平成２２年８月１２日（木）１５時３０分～（１時間程度） 

＜場所＞ 奈良先端科学技術大学院大学 事務局棟２階 大会議室 

     奈良県生駒市高山町8916-5（けいはんな学研都市） 

     ※アクセスについては、http://www.naist.jp/をご覧ください。 

＜説明者＞  

奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 細胞間情報学講座 教授 高山誠司 

＜ご連絡事項＞ 

(1) 本件については、掲載誌のプレス解禁日時が平成２２年８月１９日（木）午前２時（日本時間）

（英国ロンドン時間 平成２２年８月１８日（水）午後６時、米国東海岸時間 平成２２年８

月１８日（水）午後１時）となっておりますので、取り扱いにはご注意願います。 

(2) 本件につきましては、奈良県文化教育記者クラブをメインとし、学研都市記者クラブ、大阪科

学・大学記者クラブ、文部科学記者会及び科学記者会に同時にご連絡しております。 

(3) 取材希望がございましたら、恐れ入りますが下記までご連絡願います。 

(4) 記者発表に関する問合せ先 

   奈良先端科学技術大学院大学 企画総務課 広報渉外係 里村 遼（さとむら りょう） 

   TEL: 0743-72-5112 FAX: 0743-72-5011 E-mail : s-kikaku@ad.naist.jp 

プレスリリース 

解禁時間（ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）：平成22年8月19日（木）午前2時  

（新聞）            ：平成22年8月19日（木）付朝刊  



 

【本研究内容についてコメント出来る方】 

角谷 徹仁［国立遺伝学研究所教授 055-981-6801（勤務先）］ 

鎌田 博 ［筑波大学大学院生命環境科学研究科教授 029-853-4674（勤務先）］ 

 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 
奈良先端科学技術大学院大学 バイオサイエンス研究科 細胞間情報学講座 

教授 高山 誠司 

TEL: 0743-72-5451, FAX: 0743-72-5459, E-mail: takayama@bs.naist.jp 

（不在時）樽谷 芳明 研究員（現国立遺伝学研究所 助教） 

TEL: 055-981-6807, FAX: 055-981-6804, E-mail: ytarutan@lab.nig.ac.jp 

 

【解説】 
 子供は、両親から１組ずつの遺伝子を受け取り、合わせて 2 組の遺伝子を持つ*1。従って、子供は

父親と母親の両方の形質（性質）を持ち合わせることになるが*2、いずれか一方の形質のみを示す場

合も多く知られている。メンデルの「優性の法則」として古くから知られる現象であるが、何故片方

の親の形質のみが現れるのか、その仕組みについては未解明の部分が多い。これまでに明らかにされ

てきている例では、優性側の遺伝子が特定の機能を持つのに対し、劣性側の遺伝子が機能を欠失して

いることが示されている*3。 

 今回、我々は、アブラナ科植物の自家不和合性遺伝子（SP11 遺伝子）の優劣性に着目した*4。この

遺伝子は、劣性側の遺伝子もきちんと機能を保持しているにも関わらず、優性遺伝子の影響で機能が

消失してしまうことから、新たな仕組みの存在が期待された。解析の結果、優性側遺伝子の隣接部位

（逆位反復配列部位）で作られる24塩基の低分子 RNAにより*5、劣性側遺伝子の発現調節部位がメチ

ル化という後天的な修飾を受け、その結果、劣性側の遺伝子発現が抑制されることが明らかになった。

優劣性という古典的な遺伝学の現象において、この様な後天的な（エピジェネティックな）発現調節

機構が関与している例を見出したのは、本研究が初めてである。 

 

 本研究で解析した発現抑制は極めて強力であり、本研究で明らかにした機構を利用すれば、有用な

遺伝形質のみを人為的に発現させることも可能となり、植物育種への貢献も期待できる。 

 

 なお、本研究は、生物系特定産業技術研究支援センターからのイノベーション創出基礎的研究推進

事業、文部科学省および日本学術振興会からの科学研究費補助金、の助成により成されたものである。 



 

脚注 

*1. 例えばヒトの場合、子供は父親と母親からそれぞれ１組ずつの遺伝子（23本の染色体）を受け取

り、２組の遺伝子（計46本の染色体）を持つ。 

*2. 両方の遺伝子の形質が現れる場合を「共優性」と呼ぶ。 

*3. 例えばヒトの ABO 式血液型を支配する遺伝子には A, B, O の 3種類があり、Aと Bは Oに対して

優性を示し、Aと Oの遺伝子を持つ子供の血液型は A型、Bと Oの子供は B型となる。Aと Bは共優性

を示し、両遺伝子を持つ子供はAB型となる。Aと B遺伝子は、細胞表面の糖鎖に各々特定の糖を転移

する酵素をコードしているが、O遺伝子は糖転位酵素の機能が失われていることが解明されている。 

*4. アブラナ科植物の花粉上の自他識別分子をコードする遺伝子で、多数の種類（S1, S2,---, Sn）

がある。アブラナ科植物の雌ずいは、この分子の種類により自己の花粉を識別し、近親交配を回避す

る仕組みを発達させている。 

*5. 20-25 塩基ほどの 1 本鎖のリボ核酸。細胞内において、様々な遺伝子の発現を高次にコントロー

ルしていることが、徐々に明らかにされつつある。 


